
序 論

まず､本論文の時代区分をはっきりさせておけば､これから取り上げようとしている戊成変結納と

は､変法がはっきり主張された段有為を中心とする公lF上懲からそれが否定された戊戎政変までを指

している｡

従来､中国の近代史を政治史的に見た場合､小野川氏などにより､洋坊から変法へ､変法から革命

へというコースが考えられて来た｡①

しかし､このような考え方に対して､1983年､沸口雄三氏は､中国近代史研究における｢偏向｣や

｢刺b｣が洋戦運動や洋桝 の研究において新着であることを示した論文をぴき､②それに続く研究

をまとめられた｡③すなわち､同氏は､中国射 tを ｢中国の基体｣の ｢洋掛 こよるヨーロッパの受容｣

適榎としてとらえ､近代史は､洋叛運動の過程であり､その中の政治的分野として､変態､176命が位

置づけられるという見方をしている｡

この鵜口氏に対して､久保田文次氏は､洋戦運動は ｢政治制度･国家体制全般にわたって総改qiJ

をすることはできなかったとして､従来の近代化の尺皮としての27本主我化の有効性､つまりは､

｢洋准派が課題を解決しなかったので､蛾有為や孫文は当面の間組である独立を回復するために､改

革や革命をめgLた｣としており､⑥現在も､両氏の論争は掛 ､ている｡⑤

また､大谷敏夫氏は､沸口氏の考え方を批判的に摂取しておられ､｢約朝政治思想史を菰史として
把握する視点が必･-C･である｣⑥とされている｡すなわち､粋筋運動を嗣 】史に位道づけ､評価して行

こうとする考え方である｡

さらに､鈴木智夫氏は､沸口氏の洋.#派の民衆運動に対する姿勢と=薬化政熊､外交政熊に対する

所説に理解を示し､｢客放的に史実を見なおし､そのもっとも本町的な部分をとらえていくことが必

要となろう｣といわれる｡⑦

本論文は､以上の考え方を楢まえつつ､虹技的には政治史的に見て､変法遊動史を追求し､究極的

には中国の近代史を明らかにして行くことを究極の目的としている｡すなわち､rl】民の近代化におい

て､変法運動は必然的な心筋であ-'たと考える｡

頚者としては､近代史を明らかにして行く以上､久保田氏が言われるように､｢丹木主我発展を遊

軸とする中鼠近代史の把握の方法は､なお有効であり､必要であると考えている｣⑧といわれること

は封成である｡

ただ､帽 近代は､珊口氏が言われるように､｢印なる歴史的な堺実のtLl削 ⑨として客観的に.
相対化して実印求超で把握して行く必要があると考える｡その点では､大谷､鈴木氏の所説にも貿成

する｡

本論文の秋野の中でも､上海の女学堂の設立に当って､拝聴派と変法派とが共同していることが明

らかになった｡しかし､中国の近代史は ｢洋掛 こよるヨ-ロッバの受谷｣だけではなく､その内Ia的
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な歴史の発展から考えれば､具体的な洋株運動から､変法､薄命運動への展開の過程として把握でき

るのではないか｡また､たとえ､従来の政治史に見た､洋帯､変法､革命という光れが､政治的な例

面として､棚 運動の中に含まれようとも､非法運動を明らかにして行くことが､中国の近代化の実

感を明らかにして行くことにはかならないと考える｡すなわち､中国史の流れにおいて､近代化とは

避けて滴れない並であった｡

さて､変法とは､政治制度の改革であり､戊成変法の場合は､光軸帝を中心とする立諜召王制を意

図したものであり､それは､成成の年の旧暦L1月23日に開始され､旧暦8月初6El､西太后の馴政開

始により終結したものである｡その意鍬 ま､桁朝の伝鎌的な坤制君主制を立意君主制に切り潜えよう

とした所にあると考えられる｡

そこで､本論文では､変法運動の基礎となり､それを押し進めて行くことになる､変法時期に設立

された､学会､朝刊､苧重の実態と概能を明らかにし､戊成変法の解明と中国近代史の解明に役立て

たいと考えている.

すなわち､蛾有為は､上葬によって､光緒帝に正接､古見を述べ､変法運動を展開しようとしたが､

上層官atにははまれたため､方向を多角化し､学会､朝刊､学盟の投立凍動を適し､周囲の人々の注

意を喚起し､与論を盛り上げて変法遊動を進めようとした｡

ここで言われている学会､朝刊､学笹は､当時としては､いずれも､政治的な性格を鞘びていたが､

それらを明らかにしておく｡学会というのは､欧米の一般の学会に戒じるものであり､その先駆と+i.

るものは､中国のW院であり､当時来郵していた五教師達の広学会であった｡

報刊は､いわゆる新肘枕や学会の機関紙であり､その先駆をなすものは､中国の古来よりの官博と

あり､広学会の横他紙 r万国公報Jであった｡学童とは､飛来の洋式学校であり､その先駆をなすも

のは､中国の伝枕的な学校や切炭であり､洋載期からの洋式学校であった｡

さて､この学会､確刊､学童は､士大夫層､朝廷に影･Yを与え､文人社会の変革と朝廷の改革をう

ながすことになっていた｡それは､社会的にも政治的にも意味があった｡

この運動は､北京､tli宇省､湖南省を中心として､各省に彰書を与え､光措帝の変法国是をうなが

し､変法体制を下支えするものとなった｡

ついで､従来の研究史と本研究との的係を明らかにして行きたいと思う｡考案の岨序として､瓜初

に学会､ついで棚刊､澱後に草堂について述べて行く｡

学会については､割 野としては､淑志鈎氏の r戊成変法論刺 ⑩r肺 鞄与戊成変法史J①があり､
r戊成変法史j⑫では､前二者を発展させ､耶三軌 こおいて､学会の砂などを述べておられる｡それ
によれは､まず､北京敏学会､上海戦学会､南学会を述べ､そのあとで､各省の学会について触れて

ぉられる｡さらに政近r成成時期的学会和抑 u⑬を出版され､その中で前述の学会を含め､51の学
会が取り上げられている｡

また､小馴 憐弟氏はその昔r南東政治恩RU㊥で､学会引8余り､取り上げておられる｡その中
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には､地学金､硝学会､保国会務E3会などが含まれている｡王租税氏はその者r外人与戊成変法J⑬で

天足会､知恥学会､繭学会､態学会､強等分会､史学会などを放り上げておられる｡

っいで､王領敏氏は､rlW 政治思想史劉 ⑳で､絹学会のことや､科挙学会乗表を明らかにされ
ている｡張玉杜氏は､r所軍的立教団刷 ①で､葡学会､保国会､鮮 袷 など63の学会について述べて
おられる｡

排他士氏は､r肺細 雨的新政連動 (1895-98)J⑩で､繭学会などを取り上げておられる｡小野和
子氏はr中国女性則 ⑩で不軌足会について述べておられる｡
呉発見氏は､その苛rLi成思潮舶 劉 ⑳の第九章 は 沃思想時期的知識分子隊aiJで､学会とし

ては､J!学会､嗣学会､閲学会､璽学会､禦学会などを取り上げておられる｡王杖氏そのih若 r推所

軌 ⑳で､北京強学会､上瀬野桧 ､良学会､不妊足会､繭学会fle26学会を取り上げておられる｡

韻文としては､菊池が 紙 の ｢煎未における学会の忠矧 こついて-政治結社としての繭学会｣､⑳転

貞氏の ｢記強学会｣､⑳内藤戊申氏の 憎 学会記研一江成年伝偽之21｣､⑳王拭氏の ｢襲学会的人物

及英派別｣､⑳雄同比女史の ｢将来的 (不JL足会)｣､⑳があり､小野和子氏の ｢清兼の村人解放思

想｣⑳でIi､不JA足金､女学会が取り上Llられ､三石着古氏の ｢卿 批 政党｣⑳では､閉 会が取り

上げられている｡

以上､学会について､従来の研究を見て来たが､本論文とのEM係で言えば､瀦志鈎氏､小野川氏､

王領敏氏､弧玉杜氏､王統氏､呉廷茄氏が学会を納経的に耽り上げられるので､勘志鈎､小野川氏の

所説を中心に参-J5-にしなから､雑学会の研究を広め､深めて行きたい｡また､三石氏のJB合保Eg学会

について述べているが新しい見方が見られるので､それを参考にして行きたいと考えている｡

馴 Jl=ついての研死は､その直接的な研究としては､文公凝 r中節 搾 史j⑳があり､これは､中

国の全時代を戒しての報の研究であり､変法時期についてもかなり鞘しい｡また､朝刊について触れ

た研究には､前述の淑志鈎氏の､r戊成変法史徐菜人 r成成変法史J､r戊成時期的学会和輯刊Jがあ
り､変法朋の報刊について､rJi国公判 ､r載学可J､r中外紀聞J､r時務報J､r抑学報J､r湘報J､
r知FT搬入 r国棚搬Jなど､36の朝刊が取り上げられている｡

小野川秀男氏も前述のr前菜政治思想史研究Jで､7つ余りの報刊を取り上げておられる｡その中
には､rB専横制 ､r湘学報J､r湘報J､r丘学報JI､陶 ､r国uJl将Jなどが含まれている｡
王扶氏も前述の r維新運動Jlで r時携報JrB学報Jr抽敦新報jr柵等個Jr細浦Jなど39の報刊を

取り上げておられる｡

史料としては､脚 州 柾 r中国近代出版史削 ⑳がある｡

王税収氏は､前掲啓で r中外公報J､r国uB報J､r循環口和J､r湘学楓J､r湘報Jについて触れてい
る｡林維士氏は荊伯哲で r湘学報.Lr湘和.[を取り上げておられる｡安元生氏は､1978年､r林禁知

在判 I選L-,肪 国公細目⑳を甘さ､機 知の中国におけるH救臥 教育家､新脚 菜､広学会の活

動と (万国公報)の発行について述べておられる｡
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また､頼光塩氏もrltl国近代報人与報英)上･下⑳を出版され､まず､富教師の報業を口証帆

を中心として述べられ､ついで､王裾､契啓超､江頗年の報藁にも他れ､さらに､約束革命の頼､官

恥 ら五四時期以後の報についても述べておられる｡1981年には､方溌萄氏が r中国近代朝刊史J⑳

を山版され､7171末民国初期の報刊について､柄しく述べておられる｡

198輝 には､覗召華氏が 仲 国出版史概劉 ⑳を出版され､その中に変法派のr時桝 Jなどが描
かれている｡1988Qには､王風超氏が､rr個 的報刊J⑳を点者され､出版しておられる｡その内晋

としてはは､Ltl国の和紙の源流､近代報刊､現代の報刊､その発屈､台渦､石松､湊IIFJの新FWについ

て述べられている｡1991年には､桑兵氏が rR楢学壁学生与社会穿刺 ⑳を哲かれ､その中で､r時

横軸Jl､r油等新報J､r中腰学豊報J､r並成報J､r知新軌Iを取り上げておられる｡
1993年には､刺 削患氏が r上海近代史朝刊史削 ⑳絹 かれ､その中で､r時榊 J､r曲学削 ､
r敬学常人 r工商学報.I､r井学報人 r新学報J､r銀成常人 r革和人 r祇環t]報J､r湘報Jlなどを取り
上げておられる｡189岬 には､鵬月之氏が 晒 学辞粁和晩弥杜剣 ⑳を出版され､その中で r格致訴

輯Jlを取り上げておられる｡

また､史料としては､199】年､中華哲局から (葡学報)､(時務確)､く白吉報)､くす学稽)､(#L文

鮒 ､蛸 謡8日1どが山版されている｡⑳

以上､朝刊について述べたが､古くは､文公振氏が丹念に各軸刊を採染しておられ､鍛志的氏も高

価刊を網羅しておられる｡それについで､斬光鮎､方醜市､張召頚､王風摺氏､寮相律氏も可成りJR

く採娘しておられる｡

本論文では､立に文公凝､淑志的氏の所説を参考にしながら､空に､研究を広め､深めようと努刀

した｡

学卦 こ関する噂苛としては､証書発氏の 頂 師-̂学割 ⑳や舶 然氏などのr]頗大学校史-1898-

1949-1㊨などがある｡また､学豊について触れた野哲の主なものには以下のものがある｡まず､熊

珊 氏はその着 r中国教帯剣 ㊨で､京師大学生･時顎学凱 どを取り上げておられる｡ついで多賀

軟玉雌氏の 仲 国教育史J､⑬小野川氏の前掲射 場 る｡小野川氏は同省で､井学臥 時初学乱 大

同学校､南洋公学､京師大学豊を取り上げておられる｡王雌株氏も前掲廿で､日本紙浜大同学校､巾

西学笠､京師大学生､南洋公学､時新学生､井学虎を取り上げておられる｡

多野秋五郎絹 け ジ丁近Lu教育史J⑳も学畳を耽り上げておられる｡鮫啓夫氏は r近代中国救乃

史J⑲で時聯学乱 視吏妃を取り上げておられる｡杯能-J:氏は前脚 で､時群指し 雅史舵を鳩りi.

げておられる｡斉藤秋9紙背の r中国現代教育史-中鼠革命の獅 捕刺 ⑬とLu棚 耶 焼金拍rL:1
国教育史､世界教育大系41⑳では､京師大学勤 ま取り上げられている｡

小野和子氏は､前は8で､女草堂を取り上げておられる｡灸兵氏は前掲旬で､r湖摘鴨場学望J､

r湖北自我学覚Jなどを取り上げておられる｡王扶氏は前掲功で､油苦学輩､女学望､娘文学杜､Y.i

冴革袋など18の革袋を耽り上げておられる｡
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史料としては､軒新城拓 r近代中国教育資料J上中下)人⑳多力秋五体堀 r近代中国数IfY貿料 (柄

菜削 ⑳がある｡

また､t&文としては､措筆能氏の ｢第一次自弁女学割 ⑳や小野和子氏の前掲論文､的斗基氏の

r19世紀未申馴 改革運動ヰ上桝 商人千+J㊥fiとがあり､女学塁が取り上げられている｡

また､小杯沓文氏は､｢北京大学と耶 勾一策元増の改革とそれをめぐる附 -｣⑳で京師大学立の

歴史に触れている｡

以上､学笠について述べて釆たが､変法則の学生については､小野川氏､王樹塊氏､王拭氏が多く

触れられ､教育史的には､眺Rf原氏､多致秋五郎氏､眺啓夫氏などが､系統的に述べておられるので､

本論文では､小野川氏､王樹塊氏､王扶氏の所説を主に参考にしながら､空に研究を深め､広めよう

と意図した｡

叔後に､本論文の捕成について明らかにして把く｡

訴一章においては､変法助における学会､朝刊､学童の概要と屈して､変法B]に設立された､学会､

報刊､学豊について放校して行く｡第-師では学会､報刊､学笠の概非を述べる｡

郡二師は学会であるが､まず学会の先塔となるものを明らかにし､ついで､学会の機能と性格につ

いて述べる｡さらに､学会参加者の階層構成を明らかにし､学会の年代的･地理的分布を述べ､変法

運動との関係も明らかにして行く｡

折三師は朝刊であり､まず､朝刊の先駆となるものを明らかにし､ついで､報刊の横能と性格を};I

娯する｡さらに､朝刊参加者の階層梢成を明らかにし､その年代的･地政的分利 こついても述べる｡

最後に､変法運動における朝刊の忠我についても明らかにして行く｡

第四師は草堂であり､まず､草堂の先駆と11るものについて述べ､ついで､学豊の機能を明らかに

し､学豊参加者の階層構成についても考案する｡さらに､学豊の年代的･地哩的分布を述べ､変法王章

動における学塁の庶幾を考案して行きたい｡

ついで､第二章から､郡四釆までは､それぞれ､那二章､教育､学問を中心とする租轍､第三章､

啓崇的な役割を果した細枠､訪日牽､時邸的政治的組抵澱と逝したが､その意味を略述して疋く｡

変法桝の学会､報刊､学笠は､すぐれて政治革新的な横地であったが､その中でも､ ｢商学を受召

して､政市､学問的傾向の戟いもの｣､｢人倫や社会の野望的な悦向の戦いもの｣､｢当時の時叩間泡

や政軌こかかわる時Ilf的政治的悌向の戟いもの｣に分けることができると思われる｡そして､これら

の組織がそれぞれul迎性を持って､有機的に結合して行ったことについては､後述して行く｡

郡二乗では､救-ff､学問的組軌 こついて考瑞して行く｡第一節では収税をし､節二節では､西学の

受容について述べて行く｡

叩例研究として､罪一項では､聯B会について考恭する｡ます､聴出金の設定の意図と目的につい
て述べ､ついで､携B金の枚能と参加者を考蒸し､最後にその意掛 こついて述べる｡

郡二項では､r怨学制 について述べる｡ます､r丘学楓Jの発行の意図と拙梅内執こついて考察し､
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参加者についても述べ､虫後にその悪衣を述べて行く｡

第三項では､r格致新報Jを取り上げる｡まず､r格致新報Jの発行の控樺を明らかにし､ついで､

その組轍と横能､内筈と参加者について考察し､最後に､その忠萩を述べて行く｡

第四項では､時-#学玉を取り上げる｡まず時准草堂の設正の意図､機能を明らかにし､参加者を分

析し､Bt後に時初学宝の恵毛を考案する｡

邦五項では､京師大学塁を取り上げる｡ついでその横能､組織を考案し､最後にその後の矢掛こつ

ても明らかにしたい｡

第三師では､女子教育のgr例として､中国女等豊を取り上げる｡まず､設置の意図､横位を明ら8-

にし､ついで､参加者を述べ､最後にその恵並をFJ7らかにする｡

第四節では､児立教背と教育学の親戚として､毅学公会と r軍学博Jを取り上げる｡第-項として

襲学公金から述べて行く｡同会の設把の意図､機能について明らかにし､ついで参加について考蒸し､

叔後にその意濃について述べて行く｡

苅二項として､悦 学報Jを取り上げる｡まず発行の経粋を明らかにし､ついで､耕栂､内容､参

加者について述べ､瓜後に同報の意薮について述べる｡

節五節として実学的な組横として､斬江杭州蜜学蛇を取り上げる｡まず､同館設立の意図､ついで､

横憶､参加者を明らかにし､叔後にその忠魂について明らかにして行く｡

耶六節として中学的な組轍である塑学会を放り上げ､その意図､純掛､参加者､意我を明らかにし

て行く｡

第三車では､啓蛍的軌轍を取り上げる｡苅一節では､同紙轍の概枚を行い､第二節では､社会生活

における啓蛍的組織のIJT例として戒幼片煙金の場合を取り上げる｡

まず､同会の改正の丑図､っいで繊維､参加者について明らかにし､叔後に意濃についても述べて

行く｡

節三節では､女性に索け る啓輩的親擬として､不泌足金を取り上げる｡まず､同会の先収としての

天足金について述べ､ついで､同会設正の意図､枚絶､参加者を明らかにし､叔後にその虐丑につい

て述べておく｡

那四茸では､l脚 的･政治的姐軌 こついて述べる｡耶一節では､同紙様の横切を行う｡祈二時では､

時gr的 ･政治的軌轍の王lF例研究として､北京態学会､上海憩学会､r戦学報J南学会､r時凝報J､r細

報J､r国BflⅦJ､認吏蛇を取り上げる｡

罪一項では､北京強学会を取り上げる｡まず改正の意図と機能を明らかにし､ついで参加掛 こつい

て述べ､瓜後に同学会の官岱局への移行について考案する｡

節二項では､上編故学会を取り上げる｡まず､設逆の意図について述べ､ついで､横能参加Bにつ

いて明らかにし､さらに上海強学会の時刑 への改変､戯後に上海強学会と北京強学会との児同につ

いて明らかにして行く｡
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苅三項でIir戦学報Jを取り上げる｡まず､その発行について述べ､ついで舶措､内容､参加者に

ついてtIJJらかにし､叔後にその意矧 こついて見て行く｡

詐四項では､南学会を取り上げる｡まず､変法遊動と湖南省のM係について述べ､ついで､繭学会

の改正､その横能､参加者を明らかにし､叔後にその恵寮について考煮する｡

那五項では､r時粉報Jを取り上げる｡まず､その創刊の准将を明らかにし､ついで､そのt読経､

内容､参加者､意盤について述べ､最後に時甥報の呂首相への移行について明らかにする｡

節六項では､r御報Jを取り上げる｡まず､その発行の意図を明らかにし､ついで､横能と耕相､

内容､参加者について述べ､最後にその忠魂を明らかにする｡

苅七項では､湖南課吏蛇について取り上げる｡まず､湖南課吏妃の設'Bの意図を明らかにし､つい

で､横能､参加者について述べ､最後にその恵鶴i･考案する｡

第八項では r国朋報Jを取り上げる｡まず､r国REl朝Jの発行､粗描と内容について考察し､つい

で参加者､意巷について述べて'-rrく｡

第三節では､外国佼掛 こ反対する政治租轍として､保国会を放り上げる｡ます､保国会の設立､つ

いで､その機能､参加者､叔後に保国会の賛止とその意我を明らかにして行く｡

罪五輩では､変法馴 こおける学会､旬刊､学童の経済的背負について述べる｡節一節では､それを

収税し､訴二師では､ZLT例研究として湖南省を取り上げ､湖南省の経済論について述べ､第三節では､

湖南省における提訴活動の鳳淵を明らかにして行く｡

邦六車では､変法事伽こおける学会､朝刊､学笠の忠礎と過して述べて行く｡まず､苅一節では低悦

し､那二節では､年代的･地理的拡大について述べ､罪三筋では､変法躍動への接蚊について明らか

にして行く｡

以上が､本芸文のあらましであるが､以下各章において展掬して行く｡
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